
１．はじめに

工事概要

�１ 工 事 名：第二東名高速道路

松沢川橋（鋼上部工）工事

�２ 発 注 者：中日本高速道路株式会社

�３ 工事場所：静岡県沼津市足高～

静岡県駿東郡長泉町字長窪

�４ 工 期：平成１８年９月２８日～

平成２１年８月１２日

本橋は新東名の長泉沼津 IC（仮称）と東駿河

湾環状道路の長泉 JCT（仮称）とを接続するラ

ンプ橋である。桁架設は、平成２０年５月１８日の早

朝に、東名（上り線由比 PA～架設現場、下り線

東名山北BS～架設現場）を低速走行規制し、国

内最大級の１，２００ｔクローラクレーンを使用して

一括架設を行った。

２．現場における問題点

�１ 吊具の取り外し

橋梁に合理化合床版を取り付けて一括架設を行

った。吊具（ワイヤー、シャックル）を直接橋梁

に取り付けると、シャックルを吊金具から取り外

した時に、橋面上を引きずりキズをつける。

�２ ワイヤーの張力管理

６点吊りのワイヤー張力にバラツキが生じ、特

定のワイヤーに過張力状態が生じる恐れがある。

�３ 一括架設方法

一括架設の所要時間によって高速道路の規制方

法が異なるので、作業方法の検討が必要であった。

３．工夫・改善点と適用結果

�１ 吊具構造

吊具の取り付け、取り外しを短時間にできるよ

うに吊り天秤を使用することにした。吊り天秤に

ワイヤーを取り付け、吊天秤下に鉛直にぶら下が

るアイバーと橋梁の吊金具とをピンで連結するこ

とで、シャックル、ワイヤーの横移動がなくなり、

橋梁の品質を確保し、安全な作業が実現できる。

吊天秤は、主部材にH形鋼（H９００）を使用し

た（写真―１）。

写真―１ 吊天秤
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�２ ワイヤーの張力管理

橋梁吊り上げ時のワイヤー張力のバランスが重

要になるので、６点全てに５０ｔのチェーンブロッ

クとテンションメーターを仕込み、吊り上げ時、

架設時のワイヤー張力を設計荷重内で管理した。

使用ワイヤー径は、架設時の作業性を考慮して

φ６０mmとした。また、吊天秤の重量を極力軽量

化する目的で６点吊りとした（写真―２）。

写真―２ テンションメーター

�３ 一括架設

低速走行規制で確保できる架設時間は１５分間で

あった。クレーン作業の旋回、起伏および前進の

うち、起伏に要する時間が長くなるので、旋回と

前進について検討し、近隣の現地条件を考慮して

前進による一括架設とした（図―１、２）。

架設は、クレーンの移動を予定時間の９分３０秒

から４分３０秒に短縮できたので、桁の降下と位置

調整に戸惑ったが、所定の時間内で無事完了する

ことができた（写真―３、４）。
４．おわりに

�１ 吊り天秤

吊り天秤の取り付け、取り外し時間を短縮し、

安全作業ができた。吊り天秤を使用する場合には、

吊り天秤の重量が加算されるので、使用クレーン

の定格総荷重に注意を要する。

�２ ワイヤーの張力管理

テンションメーターの表示荷重を見ながら、チ

ェーンブロックを使用してワイヤー張力を調整し

たので設計荷重内で管理できた。

図―２ 前進架設案

写真―３ 架設準備完了

写真―４ 架設状況

図―１ 旋回架設案
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